
会員企業の活動報告

♪環境経営委員会
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①7/3(火)・4(水)・5(木)
②7/8(日)・9(月)・10(火)
③7/22(日)・23 月
　の3回です。暑さで注意力が散
漫になりがちです。しっかりと確認
しましょう。

( )・24(火)・25(水)
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”一滴が　涙に変わる　その飲酒 ”今月の交通標語

♪事故防止委員会
7/21(土)今年度第2回「プロド
ライバー研修」を前橋自動車
教習所で行います。内容は
表面の報告記事を参照下さ
い。次回は9/29(土)(最終)。

7/11～20夏の県民交通安全運動に伴い街頭指導が

①7/11(水)六供町清掃センター(前橋警察署管内)

②7/17(火)富田町建設事業協同組合(前橋東警察署管内)

で行われます。皆様の参加をお願い致します。

マルハ運輸株式会社

株式会社太陽運輸

　マルハ運輸株式会社
　　伊東　征範　所長
　　　　（前橋市清野町）
・橋本産業㈱のLPｶﾞｽ・石油
類・各種固形燃料を配送。県
内には橋本産業㈱の館林工
場と明和(営)・太田(営)がある。

株式会社太陽運輸
　藤野　隆司　社長
　　（前橋市五代町）
・一般貨物輸送全般、倉庫内
商品管理、引越し等がﾒｲﾝ。
最近は「あかぎ野」をPRする。

マルハ運輸㈱前橋営業所の沿革

◆石油・ｶﾞｽ・燃料を主に製
造・供給する橋本グループ
は橋本ホールディングス㈱、
橋本産業㈱・マルハ産業
㈱・マルハ運輸㈱・東北マ
ルハ運輸㈱の5社を主軸に
全国展開しています。設立
は昭和23年。

◆㈱太陽運輸では物流倉

庫を五代町から粕川町の

群馬物流センターに新築・

移転した。これに伴い

第49期 (第17回 )全

社安全・品質・環境大会が

開催された。当日は社員・

関係者、計100名が参加。

6月

23日に

群馬物流センターに新棟完成
粕川町の

敷
地 6,000坪）に
2,000坪の南棟
倉庫が完成。
同場所を使っ
て荷が埋まる
前に社内大会
が実施された。

群馬
物流ｾﾝﾀｰ（

◆前任地の石川県から群馬に来て14年という

伊東所長。今回の取材に当たり事前に聞き取り

内容をまとめて戴きまして有難うございます。

その資料によりますと、マルハ運輸㈱さんは全

国にある橋本産業㈱の拠点中15営業所に併設

され各種燃料の配送業務を行っているとのこと。

◆ここは橋本産業㈱前橋(営)として昭和56年に

LPG充填・油槽設備を建設、総合燃料基地とし

て開設後、平成9年に配送部門をマルハ運輸㈱

に移管し同敷地内にマルハ運輸㈱前橋(営)とし

た。伊東さんは2008年リーマンショックの年に所

長になったとのことです。

私は愛媛県新居浜市の出身です

◆取材の中で「大変だったことは？」という問い

に「特に無いですね」という返事。長年仕事をし

ていれば大変な思いの1つや2つはあるものだ

が・・・と、ご出身を聞くと”新居浜市”とのこと。

「年に1回帰省しますが、（同郷の奥さんと3人の

お子さんを連れて）6時間半、時間も費用も掛か

ります」。穏やかな瀬戸内の夕陽をみながら

育ったのでしょうか、何事にもゆったりと対処さ

れのだろうと事務局は勝手に想像しました。

燃料の取扱いと輸送に関するプロ！

◆家庭用、業務用燃料の安定供給を基本とし、

燃料輸送の専門家を育成しています。当営業

所の配送員は輸送資格のみならず、専門知識

となる液化石油ガス設備士・高圧ガス販売主任

者等の資格保有者が半数以上。更に運行管理

者資格もほぼ全員が取得。「燃料の取扱い及び

に関してプロの眼でシビアに対応し、安全

に取組んでいます」と伊東所長と一緒に対応し

て戴いた高橋さん。高いレベルのプロ集団です。

輸送

各種の安全確認を無償提供中！
★橋本産業㈱は
「経済産業省LPｶﾞ
ｽ認定販売事業
者」です。これは
高度な保安体制
を構築・維持して
いる事業者のみ
認められる制度で、
橋本産業㈱は「認
定第1号」です。
★現在、ｶﾞｽﾒｰﾀｰ
と集中監視ｾﾝﾀｰ
を電話回線で結
び、ｶﾞｽ漏れ遠隔
遮断等のｻｰﾋﾞｽを
無償提供している。

◆㈱太陽運輸さんの始業は「服装チェック・ハ
イｯ！訓練・アオシス」で始まる。年に1回行って
いる全社SQE大会(安全・品質・環境)もこのｽﾃｯ
ﾌﾟで始まった。今回は冒頭書いたように物流ｾﾝ
ﾀｰの新棟を使って「ﾌｫｰｸﾘﾌﾄﾌﾟﾛｺﾝﾃｽﾄ」をﾒｲﾝ
に各種研修を行った。社内で発生したﾌｫｰｸﾘﾌﾄ
事故を事例に清水本部長が実地で状況を説明。
「ﾌｫｰｸは鉄の塊」と強調した。★以降右の内容
で1日係りの大会は進んだ。（使われたﾌｫｰｸﾘﾌ
ﾄはﾘｰﾁ式とｶｳﾝﾀｰ式）★ｺﾝﾃｽﾄ形式にしてﾌｫｰ
ｸﾘﾌﾄの運転・操作技術を競うと同時に、皆で評
価し合い 再
ﾁｬﾚﾝｼﾞすることにより自己・ﾁｰﾑ・全社へと成
長することを目指していく。★藤野社長は「厳し
い業界で生き残るには会社の質を上げ、商品
力を上げること。わが社では商品は「人」。人の
質を上げ、皆で共有することで会社全体の質
が上がる。互いに磨きあうことが大事」と考える。

「やって・みて・考える」、更に運転に

◆業界の重要課題である
人材確保。当日は会社説
明会も実施。学生6名が
参加し、各業務他につい
て熱心に質問。藤野社長
自ら説明されていた。

学生の企業訪問・会社説明会も実施

大会内容について
◆運輸ｸﾞﾙｰﾌﾟ・商管ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ其々4ﾁｰﾑに分かれ
①ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ事故事例説明
②ﾌｫｰｸﾘﾌﾄｺﾝﾃｽﾄ
③点検(群馬日野自動車)
④点呼
⑤改善活動

を行った。（写真右～下）

（社内ﾘｰﾀﾞｰ）
（社内ﾘｰﾀﾞｰ）

⑥ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ再ﾁｬﾚﾝｼﾞ　他

①

②

③

④
⑤

「やって・みて・考える」を通じて、
成長する　ことを目指す！

個とﾁｰﾑ
　と全体が

★藤野社長は「ｻｰﾋﾞｽで
お客様の役に立つ→感
謝される→プロになる。気
が付いたことは皆で声を
掛け合おう。社員が、会
社が元気になる。これを
実践しよう」と締めくくった。


